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位髙教授の変形性関節症mRNA研究
記者発表・論文掲載・NANO適時開示の整理
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1｜今回の研究成果
要点：軟骨が壊れてから修復するのではなく、壊れ始める前の変化を捉えて進行を食い止める研究である。
関節軟骨のコラーゲン線維をつなぎ留める9型コラーゲン（Col9）の減少・機能不全が、軟骨変性の引き金になることを示した。
Col9をつくらせるmRNAを関節内へ投与し、動物モデルで変形性関節症の発生・進行を抑えた。
Col9 mRNAは、軟骨構造を保つ『分子のかすがい（ステープル）』として働く。
疾患が明確になる前に介入する『疾患インターセプション』という治療概念へつながる。
2｜RUNX1との違いと二本立ての意味
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観測上の意味：再生を促すRUNX1と、構造崩壊を防ぐCol9は作用の考え方が異なる。将来、組み合わせによって『守る＋再生する』治療戦略へ発展する可能性がある。
3｜NANOにとって何が重要か
今回のCol9 mRNAにも、NANO独自の高分子ミセルDDSが用いられている。
一つの薬候補だけでなく、同じDDSを土台に異なるmRNAを届けられる技術基盤としての価値が示された。
論文掲載、大学の記者発表、企業の適時開示が連続し、研究成果と企業側の事業説明が結び付いた。
4｜冷静に確認しておく点
Col9 mRNAの成果は動物モデルであり、ヒトでの有効性・安全性が確立した段階ではない。
臨床開発、共同開発・導出契約、承認、売上発生までには複数のハードルがある。
現時点で企業価値へ直結する材料は、RUNX1の臨床進捗、Col9の開発方針、知財、提携・資金調達の具体化である。
総合観測
研究面では明確な前進。 NANOの膝治療は、RUNX1という単独候補の物語から、複数のmRNAと高分子ミセルDDSを組み合わせる『治療プラットフォーム』の物語へ一段進んだ。ただし、Col9はまだ前臨床成果であり、投資判断では研究価値と事業化確度を分けて観察する。
資料
大阪大学 研究成果（2026年9月3日）
Science Advances 掲載論文
NANO HOLDINGS 適時開示（2026年9月4日）
注記：本資料は公開情報を整理した観測メモであり、医学的助言または投資推奨ではありません。
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